













































































1２ 1１１（ ９ ８ ７６
表１ＭolecularParametersa(incln~')oftlleN2clnu-a"'Z9,V=1-0Band．
ＣｌⅡ.(v=1）state a"'Ｚ.+(v=O)state





























































































































Ｖ ２ ３ ４ ６５
Ｂ
Ｄ×１０６
入
Y×１０３
1.409691(11）
5.905(12）
-1.31391(31）
-2.663(25）
1.3905409(49）
5.9524(83）
-1.30637(59）
-2.598(30）
1.3718879(30）
6.0065(49）
-129832(39）
-2.763(25）
1.3530751(22）
6.0630(30）
-129106(31）
-2.617(20）
1334202(33）
6.300(61）
-1.28416(65）
-2.291(65）
学位論文審査結果の要旨
提出された論文の内容の各審査員による検討並びに論文審査会（平成１０年２月６曰開催）での口頭
発表・質疑応答の結果を踏まえ，全審査員での協議により以下のように判定した。
窒素分子（Ｍ）は水素分子や酸素分子と同様最も基本的な分子の一つで，古くから分光学的研究の
対象とされてきており，これまでに数多くの分光学的データの蓄積が重ねられてきたが，本研究は敢
えてこれに取り組み，新たに有用な知見を加えたものである。本論文の主要部分は，これまでに精密
な分光学的データが余り多く得られていないRydberg状態を取り上げたものである。グロー放電下の
窒素分子（N2）に対しｌ３ｕｍ近赤外ダイオードレーザー分光計を用いる吸収分光法によりRydberg
状態間の新たな電子・振動遷移であるclnu(v＝l）・ａ’'１Ｚｇ.(v＝O)バンドの高分解能スペクトルを高
感度のもとに観測することに成功した。本研究の第一の成果はこのバンドに関わる上.下状態の電子．
振動状態の特定である。最小自乗法解析で決定した分子定数並びにバンドオリジンの値を手がかりに
過去に報告された状態の分子定数を参照することにより，上記のように電子・振動遷移の帰属を確定
した。つぎに，得られた分子定数の中，上準位(ｃ１ｎｕ(v＝O)に関しては今回の研究により初めて高い
精度の決定となったのである。さらに，摂動と前期解離に起因するＡ型分裂の異常とスペクトル線の
拡がりについて詳しい考察を行い，clnu(v＝O)状態の二重項の中のｅ準位は近接するｂ'１ＺⅢ(v＝4）
状態からの摂動を受けているという事などの確度の高い結論に達している。このような内容を含む本
研究は,複雑なエネルギーレベル構造を示すであろうRydberg状態の研究法として放電法と相俟って
高分解能近赤外ダイオードレーザー分光法の有用`性を示すものであり，高分解能分子分光研究に新た
な展望を与えている点で大いに評価出来る。
本論文は，さらに，国立天文台野辺山のフーリエ変換分光計を用いて1800～8000cm-'の範囲で測
定された窒素分子の発光スペクトルについても詳しく報告している。B3ng-A3Zu+システムに関わる電
子・振動遷移が主として解析されおり，状態それ自身としては新しい分光データとは必ずしも云えな
いが，この波数領域での窒素の発光スペクトルのアトラス化を成し遂げ今後の含窒素分子種の分光研
究に有効なデータを提供していると云え，一定の評価を与えることができる。
測定系の構成に始まり，スペクトル測定，スペクトル解析，考察に至る過程を着実に踏まえた上で
以上のような成果を記した本論文は博士論文に値するものと判定する。
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